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３月会議３月会議３月会議３月会議３月会議

長
は
施
政
方
針
で

「
町
政
運
営
の
基

本
方
針
と
し
て
、

30
年
、
50
年
後
を
見
据
え
た

『
子
の
世
代
、
孫
の
世
代
の

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
』
と

『
心
豊
か
に
今
を
暮
ら
す
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
未
来

と
今
、
２
つ
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
ち
ら
も
力
強
く
推
し
進

め
て
い
く
。
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
に
掲
げ
た
『
住
ん
で

み
た
い 

ず
っ
と
住
み
た
い 

ふ
る
さ
と 

つ
ば
た
』
を
推

進
す
る
取
り
組
み
を
、
継
続

的
に
そ
し
て
、
丁
寧
、
確
実

に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

所
信
を
表
明
し
た
。

施
政
方
針

町

　

３
月
会
議
を
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
議
期
間
で
開
催
し
た
。

　

初
日
に
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
予
算
、
29
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
48
件
の
議
案
、
専
決

処
分
に
係
る
承
認
２
件
が
提
出
さ
れ
、
２
日
目
に
町
政
全
般
に
つ
い
て
７
人
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　

議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
全
議
案
を
可
決
し
、
請
願
２
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
た
。

健
や
か
な
子
ど
も
を

健
や
か
な
子
ど
も
を

  

産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を

産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
ま
で
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成
30
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
で

は
、
前
年
度
に
比

べ
児
童
福
祉
に
関
す
る
予
算

を
含
む
民
生
費
が
20
・
５
％

の
増
で
あ
り
、
結
婚
・
妊
娠

・
出
産
し
や
す
い
環
境
の
整

備
と
子
育
て
支
援
を
充
実
さ

せ
た
予
算
計
上
と
な
っ
て
い

る
。
30
年
度
新
た
に
行
わ
れ

る
主
な
施
策
は
、
左
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

◆
出
産
予
定
日
を
過
ぎ
た
妊

婦
健
診
に
も
助
成 

 

４
０
３
９
万
円

◆
広
域
版
子
育
て
ア
プ
リ（
石

川
中
央
都
市
圏
共
同
運
用
）

 

４
万
円

◆
小
児
初
期
救
急
医
療
（
石
川

中
央
都
市
圏
共
同
運
用
）

 

７
万
円

◆
多
胎
児
家
庭
に
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
無

料
利
用
券
を
交
付 

 

６
万
円

◆
中
条
南
保
育
園
民
営
化

 

２
億
７
５
８
８
万
円

◆
笠
野
小
学
校
区
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備

 

１
０
６
６
万
円

平

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問
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平成30年度予算成立

●特別会計● （全員賛成)

会　計 予　算 前年度比％

国民健康保険 32億9519万円 ▲13.7

後期高齢者医療 3億6067万円 13.0

介護保険 24億4439万円 1.8

簡易水道事業 444万円 ▲25.6

バス事業 8763万円 ▲20.7

ケーブルテレビ事業 6034万円 34.4

河合谷財産区 35万円 0.0

●事業会計● （全員賛成)

会　計 予　算 前年度比％

河北中央病院
収益的収支 13億1941万円 3.2

資本的収支 1億7679万円 ▲5.7

水　　道
収益的収支 7億4351万円 ▲7.0

資本的収支 3億2969万円 ▲0.1

下 水 道
収益的収支 15億1668万円 ▲1.7

資本的収支 16億8996万円 ▲4.0
※事業会計は支出額を計上
※金額はすべて１万円未満を切り捨てで記載

一
般
会
計 

前
年
度
比
３・
９
％
増

１
２
６
億
円
を
可
決

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

町税
41億2312万円
（32.7％） 繰入金

５億5694万円（4.4％）

町民の皆さんや法人
などから納められる
税金

分担金・負担金など
２億9532万円（2.3％）

諸収入
１億7654万円
（1.4％）

地方交付税
32億6000万円
（25.9％） 行政の格差をなく

すため、国から交
付されるお金

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
、
３

事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
総
額
が
２
４
６

億
２
９
１
２
万
円
に
決
定
し
た
。

国庫支出金
14億9330万円
（11.9％）

県支出金
９億4425万円（7.5％）

町債　９億50万円（7.1％）

地方消費税交付金など　８億5000万円（6.7％）

国や銀行から借りるお金

歳入

自主財源
　（町で集めるお金）
　　　　40.9％

　　　　依存財源
　　　　　（国・県・
　　　　借入金に
　　  頼るお金）
　 59.1％

（ 収 入 の 構 成 ）
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３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

歳出

民生費
44億2228万円
（35.1％）

高齢者や児童福祉、保育園の
運営などに使われるお金

公債費
17億9557万円
（14.3％）

総務費
13億3429万円
（10.6％）

土木費
13億869万円
（10.4％）

教育費
12億119万円
（9.5％）

衛生費
11億8549万円
（9.4％）

討 論
反
対

賛
成 平

成
30 

年
度
一
般
会
計

　

町
道
庄
能
瀬
線
と
町
道
竹
橋
大

坪
線
道
路
改
良
事
業
は
不
要
不
急

の
事
業
な
の
で
反
対
で
あ
る
。
ま

た
、
安
保
法
制
の
成
立
に
よ
り
自

衛
隊
員
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
募
集
に
手

を
貸
す
べ
き
で
は
な
い
。

 

塩
谷　

道
子 

議
員

　

緊
急
度
の
高
い
取
り
組
み
、
福

祉
関
係
の
充
実
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
に
応
じ
な
が
ら
経
費
の
抑
制
、

効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後

の
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
に
向
け

た
行
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

 

荒
井　
　

克 

議
員

農林水産業費　５億2118万円（4.1％）

消防費　４億4868万円（3.6％）

商工費
２億507万円（1.6％）

議会費
１億4795万円（1.2％）

災害復旧費など
2956万円
（0.2％）

ごみ処理や
各種健診など

前年度比　29.0％

道路・公園・河川の
建設管理、都市整備
などに使われるお金

戸籍や選挙、徴税
などに使われるお
金前年度比　14.1％

町債として借りたお金の
返済など

前年度比　20.5％

●一般会計●（賛成14人・反対１人）

（ 支 出 の 構 成 ）
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ア
ン
ズ
を
使
っ
て

　

町
の
特
産
品
を
開
発

 

25
万
円

　

体
験
型
観
光
交
流
公
園
の
植
栽
事
業

に
使
わ
れ
る
ア
ン
ズ
の
育
苗
を
継
続
し
、

ま
た
ア
ン
ズ
を
利
用
し
た
特
産
品
の
開

発
を
委
託
す
る
。

例条

こんなことに使われます

クローズアップクローズアップクローズアップ

　

空
き
家
な
ど
の
適
切

な
管
理
を
図
る
た
め
、

町
・
所
有
者
・
町
民
の

責
務
や
必
要
な
行
政
指

導
な
ど
を
定
め
る
。

平成30年度、新たに行われる事業など、
一部を紹介します。

▲花も実も楽しみやね

県
内
初
！

 

ス
マ
ホ
で
公
金
収
納

13
万
円

自
殺
対
策
計
画
を

 

策
定

35
万
円

　

平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
の
公
金
収
納

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
町
税
の
収
納

対
策
を
強
化
す
る
。

　

誰
も
が
自
殺
対
策
に
必
要
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
殺
対
策
計

画
を
策
定
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
）

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
個
室

病
床
Ｃ
を
使
用
す
る
際
の
１
日

当
た
り
の
室
料
を
、
近
隣
公
立

病
院
を
参
考
に
１
６
２
０
円
か

ら
３
２
４
０
円
に
改
正
す
る
。

空
家
等
の
適
正
管
理
に

 

関
す
る
条
例
を
制
定

▲いつでもどこでも

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

▲毎年３月は　　　　
自殺対策強化月間

河
北
中
央
病
院

 

個
室
使
用
料
を
改
正

 

（
賛
成
14
人
・
反
対
１
人
）

討
論

　

入
院
個
室
Ｃ
の
２
倍

の
値
上
げ
は
、
患
者
に

と
っ
て
は
負
担
が
大
き

く
な
る
の
で
反
対
で
あ

る
。

 

塩
谷　

道
子 

議
員

反
対

個室Ａ
（5,400円）

シャワー、トイレ、テレビ（無料）、冷蔵庫（無料）、
電話、洗面、ロッカー

個室Ｂ
（4,320円）

トイレ、テレビ（無料）、冷蔵庫（無料）、電話、洗面、
ロッカー

個室Ｃ
（3,240円） テレビ（有料）、冷蔵庫（有料）、洗面、ロッカー
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（
賛
成
14
人
・
反
対
１
人
）

消
防
車
両
に

 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置

45
万
円

　

消
防
車
両
５
台
と
分
団

消
防
ポ
ン
プ
車
９
台
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
、
災
害
現
場
へ
の
出

動
途
上
や
交
通
事
故
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
状

況
確
認
を
図
る
。

　

新
た
に
学
校
図
書
館
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
学
校
図
書

館
と
町
立
図
書
館
を
つ
な
ぎ
、

利
便
性
を
図
る
。

　

ま
た
、
図
書
貸
出
カ
ー
ド

の
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
す
る
。

討
論

　

国
保
の
都
道
府
県
化
に
は
、
国
保
税
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
、
こ
の
制
度

導
入
の
た
め
の
条
例
改
正
に
は
反
対
で
あ
る
。

 

塩
谷　

道
子 

議
員

反
対

　

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
４
５
５

万
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
１
２
９

億
８
３
１
８
万
円
と
し
た
。

　

緊
急
に
必
要
な
費
用
の
ほ
か
、
事

業
費
、
負
担
金
な
ど
の
確
定
に
よ
る

増
減
調
整
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　

７
特
別
会
計
、
２
事
業
会
計
も
全

員
賛
成
で
補
正
予
算
を
可
決
し
た
。

１億3455万円を増額
 (全員賛成)

総額129億8318万円に

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

健
診
受
診
率
向
上
へ

 
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

 

9
万
円

　

ド
レ
ミ
フ
ァ
ス
タ

ン
プ
会
と
連
携
し
、

40
歳
か
ら
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
特
定
健

診
受
診
者
と
後
期
高

齢
者
健
診
受
診
者
を

対
象
に
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
。

学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入

1
0
8
9
万
円

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国

民
健
康
保
険
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
町
か
ら
県
に
移
行
す
る
こ

と
に
伴
い
、
必
要
な
条
項
を
改
正
す
る
。

国
民
健
康
保
険

 

町
か
ら
県
に
移
行

▲読みたい本が見つかるよ

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

通
学
路
を
安
全
に

 

加
賀
爪
19
号
線
を
整
備

 

3
1
5
1
万
円

　

町
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
合
同
点
検
結
果
に

基
づ
き
、
歩
道
な
ど

を
整
備
し
、
通
学
路

の
安
全
確
保
を
図
る
。 　▲健診を受けて　　　

　50ポイントGet!

▲歩きやすくなるね

▲トラブルに備えて
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委員会委員会

審　議審　議

　

更
新
理
由
は
。

　

導
入
か
ら
７
年
経
過
し
、

老
朽
化
し
て
い
る
。
さ
ら

に
情
報
伝
達
機
会
や
情
報

量
の
増
加
に
よ
り
、
機
器

へ
の
負
荷
も
増
大
し
て
い

る
。

　

防
災
無
線
と
の
関
連
は
。

　

国
か
ら
町
へ
の
防
災
行
政

無
線
の
自
動
起
動
装
置
に

流
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　

新
型
受
信
機
に
更
新
-総 務 課-

ＱＡ

▲早い情報で安心を

　

委
託
内
容
は
。

　

包
括
的
民
間
委
託
の
募
集

に
向
け
た
公
募
、
募
集
要

項
、
要
求
水
準
書
作
成
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
注
支

援
業
務
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
委
託
す
る
。

　

民
間
へ
の
全
面
的
な
委
託

と
な
る
の
か
。

　

管
理
・
運
営
主
体
は
あ
く

ま
で
も
町
で
あ
る
が
、
平

成
30
年
度
に
行
う
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
し
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

上
下
水
道
事
業
官
民
連
携
に
向
け

 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
-上下水道課-

ＱＡＱＡ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

 

議
会
中
継
を
録
画
配
信

　

配
信
方
法
は
。

　

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
予

定
し
て
お
り
、
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
後
は
い
つ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

-議会事務局-

Ａ Ｑ

ＱＡ

ＡＱ

▲今後どう変わる？

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

総
務
産
建

総
務
産
建

総
務
産
建

総
務
産
建

総
務
産
建

※
包
括
的
民
間
委
託

　

一
定
の
要
求
水
準
（
性
能

要
件
）
を
満
足
す
る
条
件
で
、

上
下
水
道
の
運
転
・
維
持
管

理
に
つ
い
て
複
数
年
に
わ
た

り
民
間
事
業
者
（
受
託
者
）

の
裁
量
に
任
せ
る
発
注
方
式
。

　

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
用
に

新
た
に
撮
影
す
る
の
か
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
配
信

す
る
た
め
に
撮
影
し
た
映

像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
配
信
す
る
。

各常任委員会で活発に議論されたものを
紹介します。

▶
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
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中
学
校
の
部
活
動
に

 

外
部
指
導
員
を
配
置
-学校教育課-

Ａ

　

石
川
高
専
の
留
学
生
と
連
携

 

国
際
理
解
教
育
を
実
施
-教育総務課-

Ｑ Ａ　

留
学
生
の
出
身
国
は
。

　

平
成
30
年
３
月
現
在
で
は
、

モ
ン
ゴ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
あ
る
。

　

国
際
理
解
教
育
の
内
容
は
。

　

留
学
生
は
日
本
語
、
英
語

と
も
に
堪
能
な
方
々
で
あ

り
、
出
身
国
の
文
化
や
外

国
語
の
国
際
理
解
教
育
を

小
学
校
で
行
う
予
定
で
あ

る
。

Ｑ

　

退
院
後
の
日
常
生
活
を
支
援

 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
-河北中央病院-

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に
は
ど
の

ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
る
の
か
。

　

患
者
の
状
態
に
よ
り
、
作

業
療
法
士
ま
た
は
理
学
療

法
士
が
訪
問
す
る
。

　

ど
の
よ
う
な
方
が
対
象
と

な
る
の
か
。

　

退
院
後
の
日
常
生
活
を
支

ＱＡ

援
す
る
た
め
に
、
リ
ハ
ビ

リ
指
導
を
必
要
と
す
る
方

で
あ
る
。

　

将
来
的
な
取
り
組
み
は
。

　

送
迎
に
よ
る
通
所
リ
ハ
ビ

リ
も
考
え
て
い
る
。

▲リハビリで元気回復

Ａ　

外
部
指
導
員
の
要
件
は
。

　

部
活
動
の
指
導
を
し
て
い

た
教
員
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。

　

多
く
あ
る
部
活
動
の
中
で
、

２
人
で
は
少
な
す
ぎ
な
い

か
。

　

県
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
り
、

津
幡
中
学
校
、
津
幡
南
中

学
校
の
特
定
の
部
活
動
に

配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ＱＱＡ

▲進むグローバル教育

▲大会に向けて一本集中！

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

町議会では２部門の常任委員会に分かれ審議しています。
総務産業建設（総務･財政･税務･議会･監査･消防･土木･
　　　　　　　　  農林･労働･商工･上下水道など）
　　◎八十嶋孝司○酒井義光　竹内竜也　西村　稔　多賀𠮷一　向　正則
　　　谷口正一　　河上孝夫

文教福祉（民生・衛生・保険年金・福祉・教育・病院）
　　◎荒井　克○道下政博　森川　章　井上新太郎　森山時夫　角井外喜雄
　　　塩谷道子　洲崎正昭

（◎委員長　○副委員長）

文
教
福
祉

文
教
福
祉

文
教
福
祉

文
教
福
祉

文
教
福
祉

ＱＡ

ＱＡ
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不
採
択
と
な
っ
た
請
願

生
活
保
護
の
生
活
扶
助
費
を
削
減
し
な
い
こ
と
を

求
め
る

◎
請
願
者　

津
幡
町
越
中
坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

善
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紹
介
議
員　

塩
谷　

道
子

 

（
賛
成
２
人
・
反
対
13
人
）

所
有
者
不
明
の
土
地
利
用
を
求
め

る
◎
請
願
者　

公
明
党
津
幡
支
部
津
幡
地
区
委
員 

高
谷　

芳
明

 

紹
介
議
員　

道
下　

政
博

 

（
全
員
賛
成
）

　

主　

旨　

平
成
28
年
度
の
地
籍
調
査
で
は
、
登
記
簿
上
所
有
者
が
確

認
で
き
な
い
土
地
が
２
割
に
上
る
と
さ
れ
た
。
対
応
策
と

し
て
、
土
地
収
用
法
に
よ
る
不
明
裁
決
制
度
や
民
法
の
不

在
者
財
産
管
理
制
度
が
あ
る
が
、
時
間
と
労
力
を
要
す
る
。

所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
制
度
を
構

築
す
べ
き
だ
。

採
択

討　

論

　

食
費
を
削
る
な
ど
、
受
給
者
は
現
状
で
も
苦
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
他
の
社
会
保
障
制
度
と
も
関
連
し

て
お
り
、
経
済
格
差
が
拡
大
す
る
中
で
削
減
す
れ
ば
、
生

活
困
窮
に
陥
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
保
護
さ
れ
る
べ
き

人
の
捕
捉
こ
そ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

塩
谷　

道
子 

議
員

　

自
立
を
促
す
た
め
の
一
時
的
な
保
障
制
度
で
あ
る
べ
き

だ
。
不
正
受
給
が
顕
在
化
す
る
な
ど
、
人
の
弱
さ
を
助
長

す
る
側
面
が
あ
る
こ
と
も
問
題
だ
。
人
間
の
幸
せ
に
は
努

力
こ
そ
が
密
接
に
関
係
す
る
。
財
政
状
況
を
考
え
れ
ば
、

制
度
の
見
直
し
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

井
上
新
太
郎 

議
員

反
対

賛
成

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

みなさまからの

　３月会議で審査された請願・陳情の結果をお知らせします。
　請願・陳情は、町政に対し意見や要望があるとき誰でも提出することができます。
　請願には紹介議員が必要ですが、陳情には必要ありません。

採
択
さ
れ
た
上
記
の
２
件
の
請
願
は

意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た

洪
水
回
避
等
を
目
的
と
し
た
流
量

確
保
の
た
め
の
中
小
河
川
の
河
道

掘
削
の
予
算
の
確
保
を
求
め
る

◎
請
願
者　

公
明
党
津
幡
支
部
津
幡
地
区
委
員 

高
谷　

芳
明

 

紹
介
議
員　

道
下　

政
博

 
（
全
員
賛
成
）

　

主　

旨　

国
土
交
通
省
は
中
小
河
川
の
豪
雨
対
策
強
化
の
た
め
、
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め
た
。
し
か
し
、
お

お
む
ね
３
年
の
時
限
的
措
置
と
さ
れ
、
河
道
掘
削
の
対
策

箇
所
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
要
望
を
踏
ま

え
、
活
用
し
や
す
い
施
策
と
な
る
よ
う
政
府
に
予
算
確
保

を
求
め
る
。　

採
択
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３月会議の審議結果
（賛否の分かれたもののみを掲載しています）

賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議
決
結
果

森 

川　

 　

章

竹 

内　

竜 

也

井 

上 

新
太
郎

八
十
嶋 

孝 

司

西 

村　
　

 

稔

荒 

井　
　

 

克

森 

山　

時 

夫

角 

井 

外
喜
雄

酒 

井　

義 

光

塩 

谷　

道 

子

多 

賀　

𠮷 

一

向　
　

 

正 

則

道 

下　

政 

博

谷 

口　

正 

一

洲 

崎　

正 

昭

河 

上　

孝 

夫

議
案

一般会計予算…平成30年度当初予算で126億円
を計上する。

可決
賛14･反１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険税条例の一部改正…国民健康
保険の財政運営の主体が町から県に移行することに
伴い、必要な条項を改正する。

可決
賛14･反１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○

河北中央病院の設置等に関する条例の一部
改正…個室病床室料の適正化を図る改正を行う。

可決
賛14･反１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○

請
願
生活保護の生活扶助費を削減しないことを
求める

不採択
賛２･反13 × ○ × × × × × × × ○ － × × × × ×

※議長は採決に加わらないため「－」で表示

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

※
専
決
処
分

　

議
会
が
議
決
す
べ
き
事

項
を
、
議
会
の
招
集
を
待

て
な
い
緊
急
な
場
合
な
ど

に
、
町
長
が
議
会
に
代
わ

っ
て
意
思
決
定
を
す
る
こ

と
。
専
決
処
分
の
後
に
は

議
会
に
報
告
し
、
承
認
を

求
め
る
議
案
の
提
出
が
必

要
と
な
る
。

　

な
お
、
当
町
は
通
年
議

会
を
行
っ
て
い
る
た
め
専

決
処
分
は
限
り
な
く
行
え

な
い
が
、
災
害
や
除
雪
な

ど
突
発
的
な
事
故
に
よ
り

応
急
に
必
要
と
な
る
予
算

な
ど
は
例
外
的
に
認
め
て

い
る
。

専決処分

○
除
雪
対
策
費

　
　
　

１
月
19
日
付
専
決

　
　
　
　
　

７
１
０
０
万
円

　
　
　

２
月
15
日
付
専
決

　
　
　
　
　

８
１
９
８
万
円

　

今
冬
の
除
雪
費
が
当
初
予

算
額
を
大
幅
に
超
え
た
こ
と

に
伴
い
、
緊
急
に
必
要
な
措

置
と
し
て
、
１
月
19
日
付
と

２
月
15
日
付
で
除
雪
費
の
追

加
を
そ
れ
ぞ
れ
専
決
処
分
で

行
っ
た
。

 

（
以
上
、
全
員
賛
成
）

日本列島に寒波襲来日本列島に寒波襲来
  除雪費総額２億2892万円に除雪費総額２億2892万円に

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
◎町政一般質問は、年４回(３月､ ６月､ 9月､ 12月)行われます。

　　　　お問い合わせは、議会事務局（℡288-6410）

議会の会議録は
町議会ホームページで
みることができます。

●最大積雪量 （単位：cm）
月日

観測地点 12/18 1/12 2/8

津幡町役場 25 56 100

河合谷町民センター 50 88 150

倶利伽羅 45 130 182
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今
後
の
町
政
で
、
庁
舎
改

築
、
温
水
プ
ー
ル
、
体
験
型

観
光
交
流
公
園
、
新
駅
な
ど

の
大
型
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
町

債
発
行
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
町
税
増
収
の
た
め

の
施
策
に
対
し
、
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

　

平
成
29
年
度
、
30
年
度
と

町
債
発
行
額
を
10
億
円
以
内

に
と
ど
め
、
今
後
の
大
型
事

業
の
実
施
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
中
長
期
的
な
財
政
の

健
全
化
に
も
配
慮
し
て
お
り
、

引
き
続
き
計
画
的
な
町
債
発

行
を
心
が
け
る
。 

　

町
税
の
増
収
施
策
は
、
定

住
人
口
の
増
加
と
企
業
誘
致

の
推
進
、
未
納
解
消
に
向
け
、

積
極
的
に
関
連
事
業
の
実
施

を
図
り
た
い
。

　

今
後
も
安
定
し
た
財
政
運

営
に
努
め
つ
つ
、
各
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

健
康
と
マ
ラ
ソ
ン
が
最
近

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

夕
暮
れ
ど
き
に
車
道
の
そ
ば

を
走
っ
て
い
る
人
を
数
多
く

見
か
け
、
非
常
に
危
険
を
感

じ
る
。

　

安
心
し
て
走
る
こ
と
が
で

き
る
マ
ラ
ソ
ン
ロ
ー
ド
の
指

定
と
整
備
を
求
め
る
。

 

今
後
の
町
債
発
行
と

 

町
税
増
収
の
施
策
は

　

  

安
定
し
た

 

財
政
運
営
に
努
め
る

財 政

マラソンロードを
 指定せよ

　公園などでの
　 ランニングを推奨したい

健
康
づ
く
り

　

当
町
に
は
、
県
森
林
公
園

や
街
中
の
大
き
な
公
園
な
ど
、

比
較
的
安
全
に
安
心
し
て
走

れ
る
場
所
が
あ
り
、
町
と
し

て
は
そ
れ
ら
の
場
所
で
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
推
奨
し
た
い
。

　

公
道
を
走
る
愛
好
者
に
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど

で
交
通
安
全
上
の
注
意
の
啓

発
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　

大
坪
地
区
工
場
用
地
の

取
得
金
額
決
定
の
基
準

と
経
緯
は
。

　

将
来
の
売
却
予
定
価
格

を
踏
ま
え
て
決
定
し
た
。

　

県
森
林
公
園
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
提
案
せ
よ
。

　

県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

水
道
料
金
の
漏
水
要
因

に
よ
る
減
免
基
準
を
緩

和
せ
よ
。

　

現
時
点
で
は
改
定
す
る

必
要
は
な
い
。

　

上
下
水
道
事
業
民
営
化

へ
の
取
り
組
み
は
。

　

検
討
を
重
ね
て
い
る
。

ＱＡ

矢
田 

町
長

▶
体
験
型
観
光
交
流
公
園

　

ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備

町政を　問う問う町政を　問う問う問う 一般質問とは、議員が町政全般につい
て町長など執行機関に考えや方針を問
うものです。制限時間は１人 30分以
内で、一問一答で行われます。

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

西
村 

議
員

西 村 　 稔 議員

西
村 

議
員

矢
田 

町
長

ＱＡＱＡＱＡ
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勤
務
時
間
の
軽
減
を
求
め
る

　

 

解
消
に
向
け
て
取
り
組
む

小学校入学前にも
　 適用せよ

　検討を重ねている

就
学
援
助

教員多忙化

　

平
成
28
年
度
に
就
学
援
助

制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
29

年
度
の
中
学
校
入
学
者
を
対

象
に
新
入
学
学
用
品
費
を
入

学
前
に
給
付
し
た
。

　

小
学
校
入
学
者
の
前
倒
し

支
給
は
、
認
定
の
方
法
な
ど

を
含
め
て
検
討
を
重
ね
て
い

る
。

　

当
町
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
新
中
学
生
に
対
し
、
就

学
援
助
費
と
し
て
入
学
準
備

金
を
３
月
に
支
給
し
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
も
入
学
準
備

金
の
必
要
性
を
認
め
、
30
年

度
か
ら
の
就
学
予
定
者
も
含

め
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　

大
切
な
入
学
時
期
を
安
心

し
て
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
小

学
校
で
も
３
月
に
入
学
準
備

金
の
支
給
を
行
う
べ
き
だ
。

　

平
成
29
年
の
教
員
勤
務
実

態
調
査
で
は
、
長
時
間
勤
務

に
つ
い
て
看
過
で
き
な
い
深

刻
な
事
態
で
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。 

　

部
活
動
に
対
す
る
取
り
組

み
の
ほ
か
、
学
力
調
査
の
廃

　

学
力
調
査
は
、
教
職
員
の

負
担
と
な
ら
な
い
方
法
で
継

続
し
て
実
施
す
る
。

　

35
人
以
下
学
級
の
実
施
は
、

そ
の
有
効
性
、
必
要
性
を
検

討
す
る
。

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
、

部
活
動
の
適
切
な
活
動
な
ど
、

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着

実
に
推
進
す
る
。

止
、
学
級
定
数
を
す
べ
て
35

人
以
下
と
し
、
小
学
１
年
生

は
30
人
以
下
と
す
る
こ
と
、

報
告
書
類
の
削
減
な
ど
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

実
質
的
な
勤
務
時
間
の
軽

減
を
求
め
る
。

塩
谷 

議
員

塩
谷 

議
員

▲職員室で仕事をする先生方

そ
の
他
の
質
問

　

大
雪
時
の
休
校
判
断
は
。

校
長
の
判
断
で
必
要
な

措
置
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

ＱＡ

◀
う
れ
し
い
入
学
式
を

町政を町政を　問う町政を町政を　問う町政を　一般質
問

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

竹
田 
教
育
部
長

吉
田 

教
育
長

塩 谷 道 子 議員
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▶
熱
狂
を
再
び
！

 

合
宿
候
補
地

　

 

参
加
へ
の
考
え
は

　

 

現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い

小学校入学前の
　　　支給を実現せよ

　検討を重ねている

就
学
援
助

レスリング

　

就
学
援
助
制
度
の
見
直
し

を
行
い
、
平
成
29
年
度
中
学

校
入
学
者
を
対
象
に
新
入
学

学
用
品
費
を
入
学
前
に
給
付

し
た
。

　

小
学
校
入
学
者
へ
の
前
倒

し
支
給
も
、
検
討
を
重
ね
て

い
る
。

　

経
済
的
な
事
情
で
必
要
な

学
用
品
を
そ
ろ
え
ら
れ
な
い

ま
ま
入
学
す
る
子
ど
も
が
い

な
く
な
る
よ
う
に
、
就
学
援

助
制
度
を
変
更
す
べ
き
で
あ

る
。

　

入
学
前
支
給
が
実
現
さ
れ

れ
ば
、
入
学
準
備
に
必
要
な

ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
費
用
に

充
て
ら
れ
、
保
護
者
に
と
っ

て
は
一
時
的
な
出
費
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

早
期
の
実
現
を
求
む
。

　

リ
オ
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
当
町
出
身
の
川
井

梨
紗
子
選
手
は
、
平
成
29
年

末
の
全
日
本
大
会
で
は
妹
の

友
香
子
選
手
と
と
も
に
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
２
０
２

０
年
東
京
五
輪
へ
の
期
待
は

大
き
い
。

　

町
と
し
て
機
運
づ
く
り
の

た
め
に
も
、
レ
ス
リ
ン
グ
の

拠
点
化
と
合
宿
候
補
地
参
加

を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
の
拠
点
化
は
、

組
織
体
制
や
ジ
ュ
ニ
ア
の
育

成
を
含
め
た
指
導
者
な
ど
、

人
材
が
整
う
方
向
に
進
め
ば

検
討
す
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
誘
致

に
係
る
練
習
施
設
は
、
国
際

競
技
連
盟
の
基
準
を
満
た
す

こ
と
が
要
件
と
な
り
、
そ
の

ほ
か
に
も
、
宿
泊
施
設
が
近

隣
に
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
体
育
施
設
で
の
冷

暖
房
設
備
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
も
必
要
と
な
る
。
当
町
に

は
要
件
を
満
た
し
た
施
設
が

な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
難
し

い
。

道
下 

議
員

道
下 

議
員

矢
田 

町
長

▲ランドセルを背負って

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

道 下 政 博 議員

竹
田 

教
育
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

大
規
模
災
害
限
定
の
消

防
団
員
の
導
入
を
。

　

必
要
性
を
検
討
す
る
。

　

心
肺
蘇
生
教
育
を
推
進

せ
よ
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
講
習
の
機

会
を
充
実
す
る
。

ＱＡＱＡ
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地域の防犯対策として
 設置せよ 

　検討していく

防
犯
カ
メ
ラ
　

学
校
、
保
育
園
で
は
玄
関

を
施
錠
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
確
保
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
防
犯
対
策
が
効
果
的

と
な
る
よ
う
施
設
へ
の
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
に
パ
ピ

イ
１
商
店
街
が
環
境
整
備
事

業
等
補
助
制
度
を
利
用
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
。

　

区
に
対
し
て
の
補
助
制
度

は
、
先
進
事
例
を
調
査
、
研

究
し
て
い
く
。

　

小
中
学
校
、
保
育
所
、
学

童
保
育
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
集
う
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
通

学
路
を
含
め
、
防
犯
対
策
と

し
て
設
置
せ
よ
。

　

ま
た
、
地
域
、
商
店
街
、

区
な
ど
が
要
望
し
た
場
合
の

補
助
制
度
を
策
定
せ
よ
。

　

町
危
険
空
家
等
対
策
計
画

案
が
示
さ
れ
、
解
体
費
用
の

一
部
を
所
有
者
に
助
成
す
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

諸
事
情
で
解
体
が
困
難
な

場
合
、
民
間
事
業
者
を
含
め

た
解
体
費
用
の
補
助
制
度
を

創
設
し
、
行
政
が
中
心
と
な

り
、
跡
地
利
用
も
含
め
た
計

画
を
策
定
せ
よ
。

角
井 

議
員

角
井 

議
員

▲空き家対策をどう進めるか

矢
田 

町
長

そ
の
他
の
質
問

　

所
有
者
不
明
の
土
地
へ

の
対
応
は
。

　

国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

◀
さ
ら
な
る
安
全
を

ＱＡ

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

角井外喜雄 議員

 

解
体
に
対
す
る

　
　
　
　

補
助
制
度
の
策
定
を

　

 

先
進
自
治
体
を
参
考
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
定
を
目
指
す

危険空き家

桝
田 

環
境
水
道
部
長

　

経
済
的
理
由
で
所
有
者
が

解
体
費
用
を
出
せ
な
い
場
合
、

町
が
中
心
と
な
っ
て
地
元
区

と
跡
地
の
有
効
利
用
に
つ
い

て
協
議
し
、
解
決
策
の
助
言

が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

　

解
体
費
用
に
関
す
る
補
助

制
度
は
、
先
進
自
治
体
の
制

度
を
参
考
に
、
制
定
を
目
指

し
て
い
く
。
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支
え
合
い
に
よ
る
安
心
社

会
を
実
現
す
べ
く
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
認
知
度
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
。
一
方
、
当
町

の
交
付
実
績
は
48
件
で
、
広

が
り
を
欠
く
。

　

東
京
都
が
発
案
し
た
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
が
分
か
り
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
で
、
こ
れ
を
活
用

し
た
カ
ー
ド
を
標
準
様
式
化

す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
動
き
を
捉
え
、
交
付

事
業
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

当
町
で
は
、
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
存
在
と
活
用
方
法
が
十

分
知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
か

ら
、
広
報
媒
体
や
障
害
者
団

体
な
ど
を
通
し
て
、
改
め
て

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
カ

ー
ド
の
交
付
対
象
を
広
げ
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
ー
ド
の
標
準
様

式
を
東
京
都
が
考
案
し
た
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
を
併
記
し
た
デ

ザ
イ
ン
に
変
更
し
、
よ
り
一

層
の
周
知
、
普
及
、
浸
透
を

図
り
た
い
。

　

病
児
保
育
は
、
病
気
で
あ

っ
て
も
、
子
ど
も
ら
し
く
生

き
生
き
と
過
ご
せ
る
保
育
環

境
を
保
障
す
る
こ
と
が
本
質

で
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
か
ほ

く
市
、
内
灘
町
と
の
共
同
運

営
に
よ
る
病
児
保
育
室
の
利

用
を
開
始
し
て
い
る
が
、
こ

 

拡
充
に
向
け
た
考
え
は

　

  

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

 

図
っ
て
い
く

病児保育

交付事業を
　　　どう進めるのか
　 一層の周知、普及、
 浸透を図る

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

竹
内 

議
員

竹
内 

議
員

▲カードで支え合い

　

当
町
の
児
童
が
平
日
に
利

用
で
き
る
、
金
沢
医
科
大
学

病
院
内
の
病
児
保
育
室
「
す

ま
い
る
」
の
平
成
28
年
度
の

利
用
件
数
は
１
４
２
件
で
、

29
年
度
も
同
程
度
の
利
用
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
29
年
度
、
病
児

・
病
後
児
保
育
利
用
料
の
助

成
制
度
を
創
設
し
、
病
児
保

育
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。

　

現
状
で
は
具
体
的
課
題
は

見
ら
れ
な
い
が
、
今
後
も
子

育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

小
倉 

町
民
福
祉
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

教
職
員
多
忙
化
改
善
推

進
協
議
会
が
示
し
た
素

案
へ
の
考
え
は
。

　

有
効
な
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

　

投
票
日
後
も
選
挙
公
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
せ
よ
。

　

考
え
て
い
な
い
。

ＱＡ

▶
安
心
し
て
預
け
て

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

竹 内 竜 也 議員

矢
田 

町
長

の
３
年
間
で
見
え
て
き
た
課

題
と
、
質
と
量
の
拡
充
に
向

け
た
考
え
は
。

ＱＡ
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笠
谷
、
寺
尾
、
萩
坂

　
　
　
　

 

３
園
の
今
後
の
計
画
は

　

  

入
園
児
童
数
の
動
向
を
見
て

具
体
的
に
検
討
す
る 　

大型除雪機の
　　免許取得に助成を 

　現状を調査、研究する

除
雪
対
策

保 育 園

　

今
回
の
よ
う
な
短
時
間
の

豪
雪
で
は
、
除
雪
業
者
数
や

除
雪
機
械
の
台
数
が
根
本
的

に
足
り
な
い
こ
と
が
要
因
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
確
保
の
た

め
の
免
許
取
得
や
除
雪
機
械

へ
の
助
成
制
度
は
、
現
状
を

調
査
、
研
究
し
た
い
。

　

ま
た
、
自
助
・
共
助
の
観

点
か
ら
地
域
住
民
に
除
雪
協

力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
豪
雪
に
よ
り
町
民

か
ら
除
雪
の
遅
れ
が
提
起
さ

れ
た
。
遅
れ
の
要
因
と
し
て
、

大
型
除
雪
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
不
足
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
大
型
除
雪
機
免

許
取
得
に
助
成
を
す
る
な
ど

対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
の
対
応
は
。

　

町
中
心
部
の
町
立
保
育
園

の
民
営
化
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
笠
谷
、
寺
尾
、
萩

坂
の
３
園
は
少
子
化
か
ら
園

児
も
少
な
く
、
一
部
施
設
も

老
朽
化
し
て
い
る
。

　

町
は
将
来
的
に
統
合
も
示

　

笠
谷
、
寺
尾
、
萩
坂
の
３

園
と
、
現
在
休
園
中
の
竹
橋

保
育
園
は
、
統
合
も
含
め
、

公
立
、
民
営
の
両
面
で
運
営

整
備
を
検
討
す
る
。

　

検
討
時
期
は
現
時
点
で
は

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
今
後

の
入
園
児
童
数
の
動
向
を
見

た
上
で
、
具
体
的
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

保
護
者
な
ど
の
意
見
を
聞

き
、
充
実
し
た
集
団
保
育
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
い
。

唆
し
て
い
る
が
、
地
域
の
子

育
て
世
代
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
も
あ
り
、
将
来
的
に

は
意
見
の
集
約
も
必
要
と
な

る
。

　

３
園
の
今
後
の
計
画
を
示

せ
。

▲保育環境の整備を（萩坂保育園）

矢
田 
町
長

そ
の
他
の
質
問

　

高
齢
者
宅
の
屋
根
雪
下

ろ
し
と
除
雪
対
策
は
。

　

地
域
住
民
に
よ
る
生
活

支
援
体
制
の
構
築
を
目

指
す
。

ＱＡ

◀
夜
も
徹
し
て

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

八
十
嶋 

議
員

八十嶋孝司 議員

羽
塚 

子
育
て
支
援
課
長

八
十
嶋 

議
員
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平
成
28
年
６
月
会
議
で
行

っ
た
「
倶
利
伽
羅
地
区
を
小

矢
部
市
と
連
携
し
、
日
本
遺

産
に
登
録
し
、
魅
力
を
最
大

限
に
発
信
せ
よ
」
と
い
う
一

般
質
問
に
対
し
て
、
そ
の
後

の
経
過
等
と
、
今
後
の
倶
利

伽
羅
地
区
の
観
光
戦
略
の
考

え
や
取
り
組
み
を
示
せ
。

倶利伽羅森
川 

議
員

３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

請
願
３
件
を
審
査

い 

っ 

ぱ 

ん 

質 

問

森 川 　 章 議員

　

津
幡
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
の
登
録
者
は
何
人
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
大
雪
な
ど
の
災
害

時
に
は
、
緊
急
情
報
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
情

報
や
交
通
機
関
情
報
、
公
共

施
設
に
関
す
る
情
報
も
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

情
報
発
信
の
充
実
を
図
れ
。

　

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
は

平
成
18
年
９
月
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
30
年
２
月
末
現
在

の
登
録
者
数
は
３
６
０
９
人

で
、
緊
急
情
報
に
限
定
す
る

こ
と
で
、
緊
急
事
態
で
あ
る

と
直
感
的
に
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

普
段
の
生
活
情
報
は
、
町

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
活
用
し
、

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
緊

急
情
報
の
告
知
と
い
う
一
義

的
な
役
割
を
確
保
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

生活情報広報を
 充実せよ
　緊急情報告知の
 役割を確保していく

メ
ー
ル
配
信

森
川 

議
員

▲まずは登録！

石
庫 

総
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

障
害
者
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
行
政
窓
口
に
掲

示
せ
よ
。

　

障
害
者
団
体
等
か
ら
意

見
を
聞
き
、
必
要
性
を

検
討
し
て
い
く
。

ＱＡ

 

観
光
振
興
策
を
示
せ

　

  

活
性
化
に
つ
な
が
る

 

取
り
組
み
を
実
施
す
る

　

平
成
30
年
２
月
、
倶
利
伽

羅
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
ス
ト

ー
リ
ー
で
、「
く
り
か
ら
紀

行　

戦
い
の
記
憶
と
祈
り
に

ふ
れ
る
峠
の
旅
路
」
と
題
し

て
文
化
庁
へ
日
本
遺
産
登
録

申
請
を
行
っ
た
。

　

観
光
振
興
は
、
小
矢
部
市

と
協
力
し
な
が
ら
事
業
を
行

う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
30
年
は
倶
利
伽

羅
山
開
山
１
３
０
０
年
に
当

た
る
こ
と
か
ら
、
町
観
光
協

会
や
商
工
会
が
行
う
記
念
事

業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
広
く
情
報
発

信
を
行
う
。

　

今
後
も
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
く
。

河
上 

産
業
建
設
部
長

▶
戦
い
の
記
憶
を
観
光
に
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３　

月　

会　

議

30 

年 

度 

予 

算

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

委 

員 

会 

審 

議

審　

議　

結　

果

お　

知　

ら　

せ

議員の寄附行為は公職選挙法で禁止されています
○香典や結婚披露宴における祝儀（本人出席の上、通常一般の社交の範
囲であるときを除く）

○議員や後援会がお中元やお歳暮を贈ること
○町民や団体が議員に寄附などを求めること

このほか、議員活動に対して法律上の制限があります
各種会合への出席依頼には参加費を必ず明記してください

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします

第
32
回　

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

つ
ば
た
議
会
だ
よ
り

つ
ば
た
議
会
だ
よ
り

つ
ば
た
議
会
だ
よ
り

奨
励
賞

奨
励
賞

奨
励
賞

　

平
成
29
年
度
の
第
32
回
町

村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
「
つ
ば
た
議
会
だ
よ
り

140
号
」
（
平
成
29
年
１
月
１

日
発
行
）
が
５
年
ぶ
り
に

「
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
全
国
か
ら
２
７

９
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
３
点
、
優
良

賞
６
点
、
表
紙
写
真
賞
３
点

が
選
ば
れ
、
当
町
議
会
だ
よ

り
は
、
入
選
に
は
及
ば
な
い

も
の
の
次
回
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
入
選
に
向
け
て
一
層
の
研

さ
ん
を
薦
め
る
「
奨
励
賞
」

８
点
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
身
近
で
、
分
か
り
や
す
く

読
み
や
す
い
議
会
広
報
と
な

る
よ
う
、
編
集
委
員
一
同
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

全国入賞議会
入選
　最 優 秀 賞　埼玉県寄居町議会
　優　秀　賞　山形県川西町議会
　　　〃　　　岩手県金ケ崎町議会
　　　〃　　　福岡県大刀洗町議会
　優　良　賞　埼玉県小川町議会
　　　〃　　　宮城県利府町議会
　　　〃　　　群馬県玉村町議会
　　　〃　　　宮城県川崎町議会
　　　〃　　　宮城県加美町議会
　　　〃　　　高知県越知町議会
表紙写真賞　　
　金　　　賞　高知県大月町議会
　銀　　　賞　福島県棚倉町議会
　銅　　　賞　滋賀県竜王町議会
奨励賞
　企画・構成部門　石川県津幡町議会
　　　〃　　　静岡県清水町議会
　　　〃　　　鳥取県北栄町議会
　編集・デザイン部門　岩手県軽米町議会
　　　〃　　　福島県塙町議会
　　　〃　　　鳥取県日吉津村議会
　言語・文章部門　福島県浅川町議会
　　　〃　　　京都府与謝野町議会

　

４
月
29
日
に
県
森
林
公
園

緑
化
の
広
場
で
行
わ
れ
る「
県

民
み
ど
り
の
祭
典
」
で
町
議

会
県
森
林
公
園
活
性
化
対
策

特
別
委
員
会
は
、
千
成
・
大

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
ほ
か
、
ゴ
ー

ヤ
、
サ
ル
ビ
ア
、
ベ
ゴ
ニ
ア

な
ど
合
計
８
４
０
鉢
を
10
時

30
分
か
ら
配
布
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ヤ
・

　

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
苗
な
ど

県
民
み
ど
り
の
祭
典
で

840鉢840鉢
４/29

県
民
み
ど
り
の
祭
典
で

県
民
み
ど
り
の
祭
典
で

ゴ
ー
ヤ
・

ゴ
ー
ヤ
・

　　

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
苗

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
苗
な
ど
な
ど

無
料
配
布

無
料
配
布

無
料
配
布

スマホで議会だよりを

App Store またはGoogle Play からダウンロード
してください。
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平
成
30年

４
月
５
日
発
行

つ
ば
た

議
会
だ
よ
り

№145
〒
929-0393 石

川
県
河
北
郡
津
幡
町
字
加
賀
爪
ニ
３
番
地
 

TEL 076(288)6410
　
http://w

w
w
.tow

n.tsubata.ishikaw
a.jp／

 
FAX 076(288)6418

　
eメ
ー
ル
 gikaijim

ukyoku@
tow
n.tsubata.lg.jp

発
行
／
津
幡
町
議
会
　
発
行
責
任
者
／
議
長
 多
賀
𠮷
一

編
集
／
広
報
調
査
特
別
委
員
会

津幡洋裁サークル津幡洋裁サークル津幡洋裁サークル津幡洋裁サークル津幡洋裁サークル

表 

紙 

の 

題 

字 

は

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、

今
年
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

会
員
は
15
人
、
平
均
年
齢
72

歳
の
洋
裁
の
好
き
な
仲
間
の

集
ま
り
で
す
。

　

通
常
の
活
動
の
ほ
か
に
、

研
修
会
、
講
習
会
な
ど
を
開

催
し
、
豊
富
な
話
題
で
交
流

し
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
洋
裁

代
表　

大お
お

島し
ま　

百ゆ

り

こ
合
子

萩
野
台
小
学
校
６
年

　

寺て
ら

西に
し　

藍そ

碧ら

さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

津
幡
町
の
い
い
と
こ
ろ

は
、
自
然
が
豊
か
な
と
こ

ろ
と
優
し
い
人
が
た
く
さ

ん
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私

も
津
幡
町
の
人
の
よ
う
に

優
し
く
笑
顔
で
一
日
一
日

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。
も
ち
ろ
ん
自
然
も
大

切
に
し
た
い
で
す
。

　

専
任
の
講
師
が
い
な
い
の

で
、
会
員
相
互
の
知
恵
を
集

め
て
活
動
し
、
作
品
が
完
成

し
た
と
き
の
喜
び
を
皆
で
味

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
懐
か
し
い
足
踏
み
ミ

シ
ン
の
音
色
、
縫
い
目
の
正

確
さ
は
素
晴
ら
し
く
愛
着
を

感
じ
ま
す
。

　

津
幡
地
区
の
方
で
共
通
の

趣
味
・
興
味
を
持
た
れ
る
方

ど
う
ぞ
!!

◆
活
動
場
所
と
時
間

　

津
幡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

第
１
・
２
・
３
火
曜
日

　
　
　

９
時
〜
12
時

　
　

第
４
火
曜
日

　
　
　

９
時
〜
16
時

◆
連
絡
先

　
　

☎
２
１
３-
７
７
５
５

 
（
大
島
）

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　 

編
集
委
員
長　

荒
井　
　

克

 

副
委
員
長　

八
十
嶋
孝
司

 

委　
　

員　

森
川　
　

章

 

竹
内　

竜
也

 

井
上
新
太
郎

 

塩
谷　

道
子

議
会
だ
よ
り
の
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

津幡町議会HP

▲議論を重ねて


